
ハ
リ
ヨ
っ
子

「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か

ら
じ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
つ
ら
い
時
期
を
耐
え

抜
け
ば
、
幸
せ
な
時
期
は
必

ず
来
る
と
い
う
た
と
え
で

す
ね
▼
し
か
し
、「
コ
ロ
ナ
」

に
よ
る
冬
は
い
つ
ま
で
続

く
の
か
。
出
口
の
わ
か
ら
な

い
ト
ン
ネ
ル
は
、
人
を
不
安

に
陥
れ
、
歩
み
を
止
め
た

り
、
暴
走
さ
せ
た
り
し
ま
す

▼
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
始
ま
り
そ
う
だ
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
へ
の
不

安
は
消
え
ま
せ
ん
が
、
一
筋

の
光
明
で
は
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
何
が
大
切
な
の
か
も
気

付
き
始
め
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
▼
そ
の

一
つ
を
新
聞
で
読
み
ま
し

た
。
そ
れ
は
「
利
他
意
識
」

で
す
。
人
間
は
動
物
の
中
で

身
体
的
能
力
が
圧
倒
的
に

弱
い
の
で
、
他
者
と
協
力
し

合
う
と
い
う
形
で
社
会
を

つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

協
力
こ
そ
が
今
日
の
繁
栄

を
築
き
上
げ
た
の
で
す
▼

「
利
他
意
識
」
は
「
思
い
や

り
」
と
も
い
え
ま
す
。

表
佐
ま
ち
協
だ
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
災
害
８

■
避
難
の
実
際
４

表
佐
に
台
風
が
接
近
、
あ
る
い

は
直
撃
し
そ
う
な
前
日
。

風
雨
の
強
さ
に
も
よ
り
ま
す

が
、
２
日
前
ま
で
に
や
っ
て
お
く

べ
き
、
食
糧
等
の
備
蓄
品
の
確

認
・
外
回
り
の
確
認
・
車
の
ガ
ソ

リ
ン
・
情
報
収
集
先
の
確
認
・
停

電
や
浸
水
へ
の
準
備
・
家
族
で
の

避
難
先
の
確
認
等
で
き
て
い
な

い
こ
と
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

も
し
こ
れ
ま
で
に
や
っ
た

こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
台
風
が

た
い
し
た
こ
と
が
な
さ
そ
う

で
も
、
一
度
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

●
車
を
避
難

移
動
さ
せ
ら
れ
る
大
き
な

「
財
産
」
は
車
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
台
風
が
直
撃
し
て
い

る
中
で
の
移
動
は
、
大
変
危
険

で
す
。
も
し
２
台
以
上
所
有
な

ら
ば
、
１
台
は
残
し
て
後
は
避

難
さ
せ
た
方
が
良
い
で
し
ょ

う
。

親
戚
や
知
り
合
い
の
家
、
あ

る
い
は
避
難
所
に
な
る
垂
井

町
の
施
設
な
ど
、
冠
水
し
な
い

よ
う
な
場
所
へ
の
避
難
を
お

薦
め
し
ま
す
。

ト
イ
レ
や
食
事
が
可
能
な

商
業
施
設
も
１
つ
の
選
択
肢

で
す
。
ま
た
、
車
中
泊
を
考
え

る
な
ら
ば
、
必
要
な
物
品
を
積

み
込
ん
で
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
勤
め
先
等
か
ら
の
帰
宅
経

路
・
方
法
等
の
確
認

台
風
が
来
る
と
分
か
っ
て

２・３月の休館日
２月 ２日（火）

９日（火）
１２日（金）
１６日（火）
２３日（火）
２７日（土）

３月 ２日（火）
９日（火）

１６日（火）
２１日（日）
２３日（火）
３０日（火）

が
ん
ば
れ
表
佐
の
子
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表佐まちづくり協議会
垂井町表佐1723-1
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広報部会

１
月

日
、
新
年
最
初
の
活
動
と
し
て
南
宮

１１

大
社
と
勝
神
社
に
参
拝
し
ま
し
た
。
例
年
は
南

宮
大
社
へ
の
参
拝
後
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

例
年
と
は
違
っ

た
形
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
で
し
た
が
、

子
ど
も
達
は
楽
し

ん
で
く
れ
た
よ
う

で
し
た
。

月

日
に
ク
リ
ス
マ
ス

１２

１９

会
を
し
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
を
借
り
て
、
食
事
を

し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
難
し

い
の
で
、
稽
古
終
わ
り
の
体
育

館
で
簡
単
に
行
い
ま
し
た
。
内

容
は
、
竹
刀
で
新
聞
切
り
と
カ

ル
タ
で
す
。

表
佐
野
球
少
年
団

表
佐
剣
道
少
年
団

う
の
で
す
が
、
今
年
は
雪
の

た
め
中
止
。
そ
し
て
餅
つ
き

も
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
状

況
か
ら
本
年
は
残
念
な
が
ら

自
粛
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。参

拝
後
、
小
学
校
の
体
育

館
で
抱
負
の
発
表
を
し
ま
し

た
。
新
た
な
目
標
に
向
か
っ

行事・講座・教室名

実 施 日 時 間 場 所

ちさと子ども教室 ２月 ６日（土）中止

青少年健全育成地区民大会 ２月１３日（土）中止

今年度の子ども達のがんばりや、健全育成に関わる標語等は後日、

紙面でお知らせします。

いきいきふれあいサロン 60G&Hのギターとハーモニカ演奏

２月２５日（木） 10:00～11:30 表佐まちセン

２・３月の行事・講座

ちさと子ども教室 ３月 ６日（土）中止

ホタルの幼虫放流 カワニナも採ります

３月 ６日（土） 13:30～14:30 共栄ハリヨの池

ダンボールコンポスト講習会 新規参加者には、資材１セット（ダ

ンボール箱・基材・カバー）進呈。詳しくは２月の回覧で。

３月 ８日（月） 13:30～14:30 表佐まちセン

交通安全教室 ３月１３日（土）中止

いきいきふれあいサロン おしゃべり手品と独唱を楽しみます

３月１８日（木） 10:00～11:30 表佐まちセン

新型コロナウィルスの感染状況によって、延期・縮小・中止・

開催方法変更の場合があります。その場合には、回覧やホーム

ページ等でお知らせします。

防
災
コ
ー
ナ
ー

い
て
も
学
校
や
会
社
に
行
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
学
校
は
警

報
が
出
て
い
な
く
て
も
休
校

に
な
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
が
、
会
社
は
様
々
で
す
。

帰
宅
時
に
は
道
路
が
通
行
止

め
、
電
車
も
不
通
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

会
社
で
泊
ま
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
宿
泊

場
所
や
食
事
等
の
確
保
は
確

認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

・主食の米や麦をつくる

日本の食料自給率（カロリーベー

ス）は、38％（アメリカ・フランス

等は 100％以上）と低いが、主食用

の米は 100％。

・洪水を防ぐ

大雨が降ったとき水を一時的に貯

めて、洪水を防止・軽減します。

・土砂崩れを防ぎ大地を守る

作物が栽培され、雨や風が直接

「土」に当たらないため、土が流れ

出るのを防いでいます。

・暑さを和らげ、大気を調整する

作物が光や熱を吸収し、暑さを和

らげ、炭酸ガスを吸収し酸素を発

生させます。

・資源のリサイクル

土中の微生物が家畜の排泄物や生

ゴミからつくった堆肥を分解し、

農作物が養分として利用しやすい

形に変えます。

・地下水をつくり水質を浄化する

田んぼに貯まった水は、ゆっくり

時間をかけて地下水になる間に、

微生物によって有機物が分解され

てきれいな水になります。 ※

瑞穂の国に住む幸せ
み ず ほ

・
Ｊ
Ａ
（
農
業
協
同
組
合
）

農
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
組
合
員
の
相

互
扶
助
組
織
で
、
農
業
に
直
接
関
係
の

あ
る
流
通
・
販
売
以
外
に
も
、
生
活
に

密
着
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
表
佐
ア
グ
リ

個
人
農
家
の
水
田
を
集
積
し
、
稲
・
小

麦
・
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
栽
培

技
術
の
確
立
・
向
上
、
省
力
化
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
土
地
改
良
組
合

農
業
者
・
地
権
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
た

団
体
で
、
か
ん
が
い
排
水
や
区
画
整
理

等
、
農
地
に
関
す
る
ハ
ー
ド
面
の
事
業

や
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
農
事
改
良
組
合

む
ら
づ
く
り
の
自
主
的
推
進
団
体
と
し

て
整
備
さ
れ
、
現
在
生
産
調
整
を
は
じ

め
と
す
る
、
営
農
・
農
政
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

・
農
業
委
員
会

農
地
等
の
売
買
・
貸
借
の
許
可
、
遊
休

農
地
の
調
査
・
指
導
等
農
地
の
確
保
と

有
効
利
用
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
町
の
行
政
委
員
会
で
す
。

・
農
業
共
済

農
業
災
害
補
償
制
度
の
実
務
を
担
っ
て

い
ま
す
。

・
表
佐
地
区
推
進
会
議

農
地
維
持
活
動
等
を
通
じ
、
農
地
・
農

業
用
水
等
の
保
全
管
理
や
農
村
環
境
の

保
全
、
水
路
・
農
道
等
の
長
寿
命
化
を

図
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
国
か
ら
の
交

付
金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
令

和
２
年
度
は
約
１
千
５
百
万
円
）

（W
ik
ip
e
d
ia

他
参
照
）

イラストは農林水産省のホームページより

中面は太鼓

特集です

田
ん
ぼ
を
支
え
る
団
体

※・生き物のすみかをつくる

生き物が食べたり食べられたりする食物

連鎖によって、多くの生きものが集まり、

つながって生きています。

・癒しややすらぎをもたらす

「澄んだ空気」「きれいな水」「美しい緑」

「四季の変化」は、相川や伊吹山と一体と

なった風景として、癒しや安らぎをもた

らします。

・伝統・文化を伝える

表佐では、太鼓踊りや祭りで、水乞いや五

穀豊穣祈願や収穫を祝います。

・人と人とをつなぐ

道直し、草刈り、ほたるの里、小学生の体

験学習など、つながりを太くします。

（農林水産省ホームページ参照）

田んぼの働き（多面的機能）

て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
が

縮
小
し
て
残
念

で
す
が
、
み
ん

な
の
笑
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
今
年
も
活

動
し
て
い
き
ま

す
。

水
田
の
面
積
：
約

万
㎡
（

町
歩
）。
内
、

190

190

％
は
ア
グ
リ
請
負
。

６５

稲
作
従
事
者
数
：

名
６５

栽
培
品
種
：
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
ハ
ツ
シ
モ
・
あ

さ
ひ
の
夢
（
主
食
用
だ
け
で

は
な
く
、
加
工
用
米
・
飼
料
用

米
も
栽
培
し
て
い
ま
す
）

収
穫
高
：
主
食
用
約

ｔ
、
加
工
用
米
・
飼

１６０

料
用
米
約

ｔ
（
農
協
出
荷
分
）

８０

（
Ｊ
Ａ
表
佐
よ
り
資
料
提
供
）

表佐の田んぼ

まち協ホーム

ページＱＲコード



打
ち
込
み
な
が
ら
輪
を
作
る

お
願
い

今
後
、
折
に
ふ
れ
表
佐
太
鼓

踊
り
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

資
料
の
提
供
や
お
気
づ
き
の

点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
表
佐
地

区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

右
の
出
踊
り
記

録
に
つ
い
て
は
、

写
真
デ
ー
タ
を
表

佐
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

露
払
い
を
先
頭
に
入
場

太
鼓
・
采
振
・
鉦
鼓
打

未
来
を
担
う
少
年
太
鼓

表
佐
ふ
る
さ
と
巡
り
２２

響
け
！
心
に
「
表
佐
太
鼓
踊
り
」

表
佐
太
鼓
踊
り
に
思
う

表
佐
太
鼓
踊
り
保
存
会

会
長

富
田
栄
次

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
表
佐
祭
り
、
表
佐
太

鼓
踊
り
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
で
は
戦
争
ま

た
は
台
風
で
太
鼓
踊
り
が
中
止
と
な
っ
た
記
録
は
あ

り
ま
す
が
、
疫
病
で
中
止
と
な
っ
た
記
録
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
例
年
で
す
と
夏
の
地
蔵
院
に
始
ま
り
表

佐
祭
り
を
迎
え
る
ま
で
各
所
か
ら
太
鼓
の
音
が
聞
こ

え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
静
か
な
暑
い
日
々

が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
一
昨
年
新
天
皇
御
即
位
を
祝
し
表
佐
太
鼓
踊

り
出
踊
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
み
な

さ
ま
に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

感
染
拡
大
が
少
し
で
も
早
く
収
束
に
向
か
う
こ
と

を
心
よ
り
願
う
と
と
も
に
、
こ
の
機
会
に
表
佐
に
と

っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
尊
い
財
産
「
表
佐
太
鼓
踊

り
」
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
み
た
く
思
い
ま
す
。

表
佐
太
鼓
踊
り
の
起
源

太
鼓
踊
り
の
始
ま
り
は
定
か
で
な
い
が
、
故
・
藤
墳

芳
美
氏
の
「
雨
乞
い
と
太
鼓
踊
り
」
に
よ
れ
ば
、『
宝

暦

年
（1762

）
の
「
禮
参
躍
一
件
」
に
宝
暦
古
記

１２
録
か
ら
元
禄
時
代
以
前
に
雨
乞
い
と
太
鼓
踊
り
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
山
頂
や
神
社
・
仏
堂
の
前

庭
で
輪
に
な
っ
て
雷
鳴
の
よ
う
に
太
鼓
・
鉦
鼓
を
打

ち
鳴
ら
し
て
い
る
間
に
、
音
が
揃
い
一
つ
の
リ
ズ
ム

が
出
来
上
が
っ
た
。
』
と
記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
初
期

に
雨
乞
い
祈
願
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。（
垂
井

の
文
化
財
、1989

年

集
よ
り
一
部
抜
粋
）

14

太
鼓
踊
り
の
種
類
及
び
順
序

例
年
の
太
鼓
踊
り

（
江
戸
後
期
か
ら
毎
年
行
う
様
に
な
っ
て
か
ら
の
太

鼓
踊
り
）

一
、
打
込
み

二
、
築
地
（
音
頭
の
歌
で
踊
る
）

元
禄
（
打
鼓
）

笹
の
葉
踊
り
（
音
頭
の
歌
で
踊
る
）

表
佐
宮
代
（
打
鼓
）

三
、
金
堀
踊
り
（
音
頭
の
歌
で
踊
る
）

長
（
打
鼓
）

四
、
貝
吹
踊
り
（
音
頭
の
歌
で
踊
る
）

表
佐
（
打
鼓
）

五
、
綾
踊
り
（
歌
に
合
せ
打
鼓
）

六
、
四
十
雀
（
打
鼓
）

台
打
ち

（
本
番
の
前
に
行
う
下
打
ち
）

元
禄
（
打
鼓
）

表
佐
宮
代
（
打
鼓
）

長
（
打
鼓
）

表
佐
（
打
鼓
）

四
十
雀
（
打
鼓
）

出
踊
り

（
全
住
民
総
出
で
国
、
地
域
の
慶
祝
の
時
の
み
特
別

に
行
う
踊
り
で
、
雨
乞
い
の
礼
踊
り
の
形
態
を
残
す
）

太
鼓
踊
り
の
順
序
、
内
容
は
例
年
と
同
じ
で
あ
る
が

打
ち
込
み
の
隊
列
は
、
先
頭
の
部
に
露
拂
い
二
人
（
捻

鉢
巻
、
奴
姿
）
案
内
人
四
人
（
裃
、
陣
笠
、
昔
は
帯

刀
、
明
治
以
降
は
扇
子
を
右
手
に
持
つ
、
袴
）
音
頭

一
人
（
素
足
、
草
履
、
浴
衣
、
一
文
字
笠
）
、
端
（
鼻
）

太
鼓
一
人
（
笠
に
紅
白
の
幣
を
つ
け
る
）
隅
（
角
）
太

鼓
四
人
側
太
鼓
一
六
人
、
鉦
鼓
打
各
太
鼓
に
一
人
（
襦

袢
、
袴
、
捻
鉢
巻
、
襷
が
け
）
采
振
各
太
鼓
に
二
人
、

子
供
四
十
四
人
（
花
笠
、
襷
が
け
、
軍
配
）
歌
お
ろ
し

（
紋
付
、
羽
織
、
袴
、
一
文
字
笠
に
葉
付
き
の
牡
丹

の
大
き
な
造
花
を
つ
け
て
か
ぶ
る
）
配
役
が
先
導
し

次
に
役
采
、
鉦
鼓
、
太
鼓
、
采
、
鉦
鼓
、
役
太
鼓
、
采

と
縦
一
列
に
並
ん
で
入
場
し
輪
を
つ
く
る
。

（
垂
井
町
観
光
協
会
「
表
佐
太
鼓
踊
り
」
よ
り
）

「
出
踊
り
に
つ
い
て
」

出
踊
り
に
つ
い
て
は
い
つ
頃
か
ら
ど

の
よ
う
な
形
態
で
お
こ
な
わ
れ
た
か
定

か
で
は
な
い
が
、
記
録
に
よ
れ
ば
明
治
四

十
二
年
の
表
佐
小
学
校
（
現
在
の
表
佐
保

育
園
周
辺
）
新
築
落
成
祝
賀
、
大
正
二
年
、

大
正
六
年
、
大
正
十
三
年
、
昭
和
六
年
、

昭
和
六
十
年
・
現
表
佐
小
校
舎
改
築
落
成

祝
賀
、
平
成
十
七
年
・
垂
井
町
合
併
五
十

周
年
、
令
和
元
年
・
新
天
皇
御
即
位
を
慶

祝
し
て
出
踊
り
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
う
ち
大
正
二
年
の
出
踊
り
に
つ

い
て
、「
太
鼓
出
踊
記
」（
大
正
二
年
祭
典

の
節
）
が
保
存
会
に
残
さ
れ
て
い
る
。

「
太
鼓
出
踊
記
」（
大
正
二
年
祭
典
の
節
）

（
現
代
語
訳
）

評
議
員
会
定
約
に
よ
り
、
一
区
（
一
瀬

古
）
毎
に
太
鼓
三
柄
（
か
ら
）
、
鐘
一
個
、

計
太
鼓
二
十
一
柄
、
鐘
七
個
を
出
演
す
る

こ
と
と
決
め
、（
不
足
分
は
）
青
墓
か
ら
四

柄
、
青
野
か
ら
二
柄
借
受
け
て
い
る
。

く
じ
を
引
き
、
華
（
鼻
・
端
）
太
鼓
（
は

な
だ
い
こ
）
は
川
東
、
音
頭
太
鼓
は
川
西

と
し
、
川
東
は
新
町
、
勝
之
宮
、
多
和
田

（
後
の
相
川
）
、
東
表
佐
（
後
の
東
業
）
で

く
じ
を
引
き
、
川
西
は
習
井
、
鬼
塚
、
大

門
で
く
じ
を
引
い
て
い
る
。

台
打
ち
（
下
打
ち
）
は
現
在
は
四
十
雀

（
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
）
ま
で
だ
が
、
当
時
は

雷
ま
で
叩
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（

）
内
は
、
訳
者
注
。


